
市政ピックアップ

●
お
問
い
合
わ
せ
／
市
福
祉
課
障
が
い
福
祉
係 

☎
２
６
‐
５
７
３
３

重
度
心
身
障
が
い（
児
）者
医
療

給
付
制
度
の
お
知
ら
せ

　

本
市
で
は
、
医
療
費
の
負
担
を
軽
減

し
、
社
会
福
祉
の
増
進
を
図
る
こ
と
を

目
的
に
、
重
度
心
身
障
が
い
（
児
）
者

に
対
し
、
医
療
費
助
成
と
し
て
の
医
療

証
を
交
付
し
て
い
ま
す
。

対
象
／
身
体
障
害
者
手
帳
１
級
・
２
級
、

精
神
障
害
者
保
健
福
祉
手
帳
１
級
、
療

育
手
帳
Ａ
の
い
ず
れ
か
を
お
持
ち
の
方
、

公
的
年
金
各
法
の
障
害
等
級
１
級
の
障

害
年
金
の
受
給
者
、
国
民
年
金
障
害
等

級
１
級
・
２
級
の
障
害
基
礎
年
金
の
受

給
者
（
２
級
は
20
歳
前
障
が
い
に
限

る
）、
特
別
児
童
扶
養
手
当
の
支
給
対

象
児
童
な
ど
。
本
人
の
市
民
税
所
得
割

額
に
よ
り
対
象
者
を
判
定
し
ま
す

医
療
証
の
種
類
／
本
人
・
扶
養
者
に
所

得
税
課
税
が 

①
な
い
場
合
は
「
一
部

負
担
金
無
」 

②
あ
る
場
合
は
「
一
部
負

担
金
有
」

自
己
負
担
額
／
①
入
院
時
の
食
事
代 

②
医
療
費
の
１
割
、
調
剤
費
の
１
割
、

入
院
時
の
食
事
代

◆
税
制
改
正
に
お
け
る
年
少
扶
養
控
除

廃
止
に
つ
い
て
は
、
廃
止
前
の
旧
所
得

税
額
で
計
算
し
ま
す
。

手
続
き
に
必
要
な
も
の
／
健
康
保
険
証
、

対
象
と
な
る
障
が
い
の
程
度
を
示
す
手

　

消
費
税
率
引
き
上
げ
の
影
響
な
ど
を

踏
ま
え
、
子
育
て
世
帯
に
対
し
て
、
臨

時
特
例
的
な
給
付
措
置
と
し
て
子
育
て

世
帯
臨
時
特
例
給
付
金
を
支
給
し
ま
す
。

支
給
対
象
／
６
月
分
の
児
童
手
当
を
受

給
す
る
方

◆
特
例
給
付
（
児
童
手
当
の
所
得
制
限

額
以
上
の
方
に
、
児
童
１
人
当
た
り
月

額
５
千
円
を
支
給
し
て
い
る
も
の
）
を

受
給
す
る
方
は
対
象
と
な
り
ま
せ
ん
。

支
給
額
／
児
童
１
人
に
つ
き
３
千
円

基
準
日
／
５
月
31
日

︻
①
一
般
の
方
の
申
請
︼

　

該
当
す
る
可
能
性
の
あ
る
方
に
は
、

申
請
書
を
送
付
し
て
い
ま
す
。

提
出
書
類
／
申
請
書
（
児
童
手
当
の
現

況
届
を
兼
ね
る
）、
振
込
先
金
融
機
関
口

座
確
認
書
類
お
よ
び
本
人
確
認
書
類（
児

童
手
当
振
込
口
座
以
外
の
口
座
に
振
り

込
み
を
希
望
さ
れ
る
場
合
に
必
要
）

︻
②
公
務
員
の
方
の
申
請
︼

　

勤
務
先
か
ら
申
請
書
が
配
布
さ
れ
ま

す
。
必
要
事
項
を
記
載
し
、
児
童
手
当

の
現
況
届
と
併
せ
て
勤
務
先
に
提
出
し
、

証
明
を
受
け
て
く
だ
さ
い
。

提
出
書
類
／
申
請
書
、
振
込
先
金
融
機

関
口
座
確
認
書
類
（
平
成
26
年
度
の
子

帳
ま
た
は
年
金
証
書
な
ど

◆
有
効
期
限
が
平
成
27
年
６
月
30
日
ま

で
の
重
度
心
身
障
が
い
（
児
）
者
医
療

証
を
お
持
ち
の
方
に
は
、
更
新
手
続
き

の
案
内
を
５
月
下
旬
に
送
付
し
て
い
ま

す
。
資
格
要
件
を
確
認
の
上
、
忘
れ
ず

に
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。
医
療
証

は
資
格
要
件
審
査
後
に
送
付
し
ま
す
。

●
こ
ん
な
と
き
は
手
続
き
が
必
要
で
す

¡
医
療
証
の
交
付
を
受
け
た
方
で
、
住

所
、
氏
名
、
加
入
し
て
い
る
健
康
保
険

証
に
変
更
が
あ
っ
た
場
合

¡
対
象
者
が
県
外
で
受
診
し
た
場
合

◆
医
療
証
は
山
形
県
内
で
し
か
使
え
ま

せ
ん
が
、
県
外
で
自
己
負
担
し
た
医
療

費
の
領
収
書
（
保
険
点
数
の
明
記
し
て

あ
る
も
の
）、
健
康
保
険
証
、
医
療
証
、

印
鑑
、
金
融
機
関
の
通
帳
を
持
参
し
て

本
市
に
請
求
で
き
ま
す
。

育
て
世
帯
臨
時
特
例
給
付
金
を
本
市
か

ら
受
給
し
た
方
で
、
当
該
給
付
金
の
振

込
口
座
以
外
の
口
座
に
振
り
込
み
を
希

望
す
る
場
合
に
必
要
）

︻
①
②
共
通
︼

申
請
／
６
月
１
日
㈪
〜
10
月
１
日
㈭
に

市
役
所
５
階
５
０
１
号
室
お
よ
び
各
総

合
支
所
地
域
振
興
課
の
窓
口
へ
直
接

　

５
月
分
ま
で
の
児
童
手
当
を
６
月
10

日
㈬
に
該
当
す
る
方
の
預
金
口
座
に
支

払
い
ま
す
。

　

６
月
分
以
降
の
手
当
を
受
け
る
た
め

に
は
現
況
届
の
提
出
が
必
要
で
す
。
該

当
す
る
方
に
は
届
出
用
紙
を
送
付
し
ま

す
。
ま
た
今
年
度
の
現
況
届
で
は
、
子

育
て
世
帯
臨
時
特
例
給
付
金
申
請
も
併

せ
て
受
け
付
け
し
ま
す
。

　

６
月
30
日
㈫
ま
で
、
受
給
者
の
健
康

保
険
証
の
写
し
を
添
付
し
、
市
役
所
５

階
５
０
１
号
室
ま
た
は
各
総
合
支
所
地

域
振
興
課
へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

◆
平
成
27
年
１
月
２
日
以
降
に
転
入
し

た
方
は
、
平
成
27
年
度
の
所
得
証
明
も

添
付
し
て
く
だ
さ
い
。

●
お
問
い
合
わ
せ
／
市
子
育
て
支
援
課

家
庭
支
援
係 

☎
２
６
‐
６
２
７
６

平
成
27
年
度
子
育
て
世
帯
臨
時

特
例
給
付
金
の
申
請
受
け
付
け

●
お
問
い
合
わ
せ
／
市
子
育
て
支
援
課

家
庭
支
援
係 

☎
２
６
‐
５
７
３
４

児
童
手
当
の
支
払
い
と
現
況
届
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水
道
に
関
す
る
国
民
の
理
解
と
関
心

を
高
め
、
公
衆
衛
生
の
向
上
と
生
活
環

境
の
改
善
を
図
る
と
と
も
に
、
水
道
事

業
の
さ
ら
な
る
発
展
を
目
的
と
し
て
、

６
月
１
日
〜
７
日
に
第
57
回
水
道
週
間

が
実
施
さ
れ
ま
す
。

本
市
の
水
道
の
歴
史

　

現
在
は
当
た
り
前
の
よ
う
に
使
わ
れ

て
い
る
水
道
で
す
が
、
水
道
が
普
及
す

る
前
は
井
戸
水
が
主
に
使
わ
れ
て
お
り
、

昭
和
５
年
当
時
の
酒
田
町
全
体
で
１
千

２
４
２
本
の
井
戸
が
あ
っ
た
と
記
録
に

残
っ
て
い
ま
す
。

　

し
か
し
井
戸
水
は
、
夏
場
に
な
る
と

出
な
く
な
っ
た
り
、
水
質
的
に
飲
み
水

に
使
え
な
か
っ
た
り
と
さ
ま
ざ
ま
な
問

題
が
あ
り
、
生
活
用
水
だ
け
で
な
く
、

船
舶
や
蒸
気
機
関
車
の
水
の
確
保
に
も

　

そ
の
後
、
８
度
に
わ
た
る
拡
張
工
事

を
経
て
、
平
成
13
年
に
県
営
の
田
沢
川

多
目
的
ダ
ム
を
水
源
と
す
る
平
田
浄
水

場
（
県
営
）
が
完
成
し
た
こ
と
に
よ
り
、

２
つ
の
水
源
を
活
用
し
た
安
定
的
な
水

道
が
提
供
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
の
水
道
の
課
題

　

本
市
の
人
口
は
年
々
減
少
し
て
お
り
、

水
道
を
使
用
す
る
人
口
も
減
少
し
て
い

ま
す
。
ま
た
ト
イ
レ
や
浴
室
な
ど
の
節

水
機
能
の
向
上
や
節
水
意
識
の
高
ま
り

か
ら
、
使
用
さ
れ
る
水
量
も
減
少
し
て

お
り
、
そ
れ
に
伴
い
給
水
収
益
も
年
々

減
少
傾
向
に
あ
り
ま
す
。
ま
た
人
口
増

加
時
代
に
整
備
さ
れ
た
水
道
施
設
や
配

水
管
な
ど
は
、
今
後
40
年
間
に
建
て
替

え
や
入
れ
替
え
を
す
る
必
要
が
あ
り
ま

す
。

 ｢

給
水
収
益
が
減
少
す
る
状
況
下
で
、

ど
の
よ
う
に
老
朽
施
設
な
ど
を
更
新
し

て
い
く
か
」
と
い
う
課
題
に
対
し
、
水

道
局
で
は
、
民
間
委
託
の
積
極
的
な
活

用
や
業
務
の
改
善
を
進
め
て
い
ま
す
。

ま
た
施
設
の
延
命
化
、
統
廃
合
や
縮
小

な
ど
も
検
討
し
て
い
ま
す
。

苦
労
し
て
い
ま
し
た
。
安
全
に
安
定
し

て
使
え
る
水
道
が
必
要
だ
っ
た
の
で
す
。

　

そ
の
よ
う
な
状
況
の
中
、
大
正
13
年
、

酒
田
町
議
会
は
、
水
道
の
布
設
を
決
議

し
、
当
時
水
道
の
権
威
で
あ
っ
た
和
田

忠
治
工
学
博
士
に
設
計
を
依
頼
し
ま
し

た
。
こ
れ
が
酒
田
地
区
上
水
道
の
始
ま

り
で
す
。

　

和
田
博
士
は
、
翌
年
か
ら
調
査
を
開

始
し
、
苦
心
の
末
、
昭
和
元
年
に
最
上

川
の
伏
流
水
を
水
源
と
す
る
設
計
を
立

案
。
今
か
ら
85
年
前
の
昭
和
５
年
10
月

に
小
牧
浄
水
場
が
完
成
し
ま
し
た
。

●
お
問
い
合
わ
せ
／
市
水
道
局
管
理
課
経
営
管
理
係 

☎
２
２
‐
１
８
１
２

「
カ
ラ
カ
ラ
で　
蛇
口
に
飛
び
込
む　
僕
の
口
」

６
月
１
日
〜
７
日
は
水
道
週
間
で
す

● 

公
道
漏
水
の
情
報
提
供
に
ご
協

力
を

　

道
路
上
や
道
路
か
ら
敷
地
内
の

メ
ー
タ
ー
ま
で
の
配
管
上
で
「
晴
天

が
続
い
て
い
る
の
に
い
つ
も
地
面
が

濡
れ
て
い
る
」「
水
が
湧
き
出
て
い

る
」
な
ど
の
場
合
、
漏
水
の
可
能
性

が
あ
り
ま
す
。

　

水
道
メ
ー
タ
ー
よ
り
道
路
側
の
漏

水
に
関
し
て
は
、
水
道
局
が
調
査
し

ま
す
の
で
、
市
水
道
部
工
務
課
管
路

係 

☎
２
２
‐
１
８
１
３
へ
連
絡
し
て

く
だ
さ
い
。

有収水量と給水収益
13,200,000

13,000,000

12,800,000

12,600,000

12,400,000

12,200,000

12,000,000

11,800,000

11,600,000

11,400,000

㎥ 千円
3,100,000

3,000,000

2,900,000

2,800,000

2,700,000

2,600,000

2,500,000

2,400,000
平
成
25
年
度

平
成
24
年
度

平
成
23
年
度

平
成
22
年
度

平
成
21
年
度

平
成
20
年
度

平
成
19
年
度

6年間で有収水量は約8％、
収益は約14％減少しています。

有収水量
収益

▲約80年後の水道管更新工事 ▲昭和５年当時の工事風景
　（旧割烹小幡前）
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